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研究成果の概要（和文）：我々は、以下の四つの研究テーマをそれぞれ研究した。 

（１）コーパスを用いたコロケーションの研究 
 コロケーションの抽出には BCCWJ よりも WWW のほうが向いていることがわかった。 
（２）複合辞の抽出と整理 
 複合辞辞典を作成した。 
（３）自他両用動詞の区分と辞書記述 
 動詞の用法を BCCWJ などのコーパスで調べ、区分できた。 
（４）動詞の格情報とオノマトペの記述 
 BCCWJ からそれぞれの情報を取り出し、整理して辞書記述に役立てた。 

 

研究成果の概要（英文）：We performed the following four research themes. 
(1) research on collocations using corpora 
(2) extraction and categorization of compound particles and compound auxiliary verbs 
(3) classification and dictionary description of transitive-intransitive Japanese verbs 
(4) description of case information of Japanese verbs and onomatopoeia 
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１．研究開始当初の背景 
 日本語の各種コーパスが研究に利用され

るようになるとともに、この特定領域研究で
も 5,000万語のコーパスが作成されることに
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なった。 
そこで、これらのコーパスを利用して、国

語辞典の記述や編集をすすめるとともに、そ
の作業を通じて、どんなコーパスが望ましい
か、また作成中のコーパスが本当に辞書記述
に役立つのか、役立つとしたらどんなところ
に有用なのかを探る必要があった。 
 
２．研究の目的 
 我々のチームでは、四つのグループを構成
して、それぞれの課題を設定し、研究を遂行
した。 
 第１グループでは、コーパスを用いてコロ
ケーション辞書の概念設計を行い、一部の試
作を行うことを目的とした。 
 第２グループでは、統語論的観点を取り入
れて、コーパスから抽出したデータを用いて、
複合辞の辞書記述を行うことを目的とした。 
 第３グループは、コーパスを利用して実態
分析を行うことで、国語辞書の語義記述の改
善と品詞分類の問題を追及することを目的
とした。 
 第４グループでは、コーパスを用例集とし
て扱い、それらの用例から動詞の格情報とオ
ノマトペに焦点を絞り、国語辞書の記述に有
用な情報を抽出し、実際の辞書の改訂に活か
すことを目的にした。 
 
３．研究の方法 
 第１グループでは、ＷＷＷの用例を中心に
扱うことになった。ＢＣＣＷＪ をいろいろ
試用してみると、コロケーション情報を抽出
する基礎データとしては量が不足している
ことが明らかになったためである。最終的に
は、ＷＷＷを直接検索するのでなく、Google 
のＮ-gram データを利用して、研究をすすめ
ることになった。これはＷＷＷの情報を
Google が整理したものである。この中からコ
ロケーションを抽出することで有意義な辞
書記述ができることが確認できる。 
 第２グループでは、ＢＣＣＷＪから文字列
の連続としてＮ-gram を抽出し、それらを整
理することで大量の複合辞を得ることがで
きた。それらの性質を分析するため、実際の
使用例をＢＣＣＷＪから検索し、それに基づ
いて複合辞の分類を行った。 

単純に形態素解析をしてＫＷＩＣ索引を
作るだけではうまくいかないので、形態素解
析を行った後、短単位が複数結合したＮ
-gram を作成し、2 グラムから 5 グラムまで
の結合をリストアップする。そして、その中
で単純頻度が高いもの、ＴスコアやＭＩスコ
アの高いものなどを調査し、複合辞の候補リ
ストを作成し、それらから各種のチェックリ
ストによって手作業で抜き出した。最初はＴ
スコア等でかなり自動化が可能かと考えて
いたが、意外にむずかしく、単純頻度による

リストからの手作業の部分が大きかった。 
 第３グループでは、二つの研究を行った。
一つは、国語辞典における形容詞の語義区分
が妥当であるかどうかに関する研究であり、
被調査者多数に質問調査をおこなって、辞書
の語義区分と実際の用例の語義の分類を対
照させた。もう一つは、動詞の自他両用動詞
の研究であり、自動詞か他動詞かをめぐって、
辞書の記述にゆれがある例を多数集め、その
用例をＢＣＣＷＪで検索して、用例から自動
詞か他動詞かを分類するようにした。 
 第４グループは、ＢＣＣＷＪをコーパスと
して利用し、動詞を検索してそれがどのよう
な名詞と格関係を有するかを調べた。動詞は、
先行研究で問題になるような格関係を含む
ものとした。また、オノマトペについても同
様にＢＣＣＷＪを資料として辞書記述を行
った。 
 
４．研究成果 
 第１グループでは、ＷＷＷの資料性に関す
る知見を得た。ＷＷＷにはいろいろ間違いが
あるが、言語資料として十分使えることがわ
かった。また、ＢＣＣＷＪはコロケーション
記述のためにはあまり有用ではないことが
わかった。これは、コロケーション情報はき
わめて個別の事象であることから、膨大な資
料なしでは十分な記述ができないというこ
とを表している。ＢＣＣＷＪでは小さすぎる
のである。 
 また、一部の語彙について、コロケーショ
ン記述の材料となるように、情報を整理した。
ただし、情報の整理には思いの外、時間がか
かり、十分な語数が整理できたとはいいにく
い。 
 第２グループでは、予定通り、「ＢＣＣＷ
Ｊ複合辞辞書」（Ver.1.0)を作成した。エク
セルによるデータベースとなっているが、そ
れ以外に、複合辞辞書（印刷版）も作成した。
印刷版では、小見出し 925 個を見出し語とし
て掲出してある。特に今回の成果としたいの
は、接続詞の取り扱いである。そもそも複合
辞は、自立語であるいわゆる内容語（名詞・
動詞等）が、付属語である機能語（助詞・助
動詞）へと変化するのである。しかし、「そ
れで」など、接続詞の多くは複数の形態素が
結合した複合形式であるが、接続詞自体は、
自立語である。文法論的には、接続詞は、接
続助詞と副詞との中間に位置するものであ
り、文と文を接続する文法的機能をも持って
いることは明らかである。したがって、自立
語という点を重視すれば複合辞には入れる
べきではないが、機能語の側面を重視すれば、
複合辞としてもよい部分もある。このあたり
の問題についての見通しを得ることができ
た。なお、「それが」（接続詞）のように、「代
名詞+格助詞」が接続詞になるときには、機



 

 

能語化という面を重要視すれば、文法化が起
きていると言える。それに対して「だが」（接
続詞）の場合は、「・・・だが」という接続
助詞（付属語）から変化したものであるので、
接続詞が自立語であるという側面を重視す
れば、文法化ではなく、その逆の「脱文法化」
が起きている解釈可能である。このように、
接続詞の複合辞としての性格付けには複雑
な問題が残っており今後の課題となる。 
 第３グループでは、国語辞書の中の形容詞
の語義区分の問題点を明らかにした。それと
ともに、自他両用動詞についても、912 語に
ついて多数の用例を調べ、品詞認定をどう行
うべきかについて結論を得た。 
 第４グループでは、動詞の格情報について
は、コーパスにおける使用実態を、実際に岩
波国語辞典第七版に反映させた（主に例文と
して記載）。動詞の格情報についてもオノマ
トペについても、コーパスの情報を踏まえた
辞書を試作した。基礎的な動詞の格情報の記
述にはＢＣＣＷＪがかなり有効だが、オノマ
トペの記述には不十分であることが明らか
になった。文法的事項と語彙的事項の差と言
えるかもしれない。 
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